
令
和
４
年
11
月
28
日
㈪
に

高
松
市
宮
脇
町
の
石
清
尾
八

幡
宮
で
髪
授
神
祠
大
祭
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
は
準
備
を
高
松

支
部
の
有
志
の
方
の
ご
好
意

で
し
て
頂
い
て
い
ま
し
た
が
、

本
年
度
よ
り
理
事
、支
部
長
で

準
備
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。朝
早
め
に
集
合
し
て
行
い

ま
し
た
が
初
め
て
の
事
も
あ
り

戸
惑
い
な
が
ら
の
作
業
で
大
変

で
し
た
。
今
更
な
が
ら
高
松
支

部
の
皆
様
の
ご
厚
意
を
し
み
じ

み
感
じ
ま
し
た
。

こ
う
し
て
無
事
準
備
が
整
い

午
前
11
時
よ
り
小
松
芳
浩
専

務
理
事
の
司
会
で
大
祭
が
始

ま
り
ま
し
た
。

ま
ず
石
清
尾
八
幡
宮
宮
司

に
よ
る
祝
詞
奏
上
が
あ
り
ま
し

た
。そ
の
後
北
地
一
行
奉
賛
会

会
長
や
平
井
卓
也
衆
議
院
議

員
を
始
め
と
す
る
来
賓
の
方
々

と
、県
組
合
役
員
が
続
い
て
玉

串
奉
納
を
行
い
ま
し
た
。そ
し

て
最
後
に
石
清
尾
八
幡
宮
宮

司
考
案
の

「
北
小
路
采
女
亮
藤
原
政
之

公
」の
御
朱
印
が
配
ら
れ
無
事

終
了
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
コ
ロ
ナ
禍
で
大

祭
を
中
止
す
る
事
な
く
感
染

予
防
を
徹
底
し
祭
事
を
滞
り

な
く
終
え
る
こ
と
が
出
来
た
こ

と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

（
県
広
報
　
森
昭
人
）

そ
の
他
、
県
の
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

バ
ー
バ
ー
抽
選
方
法
に
つ
い
て

御
囲
副
理
事
長
か
ら
、各
支
部

な
る
べ
く
公
平
に
当
選
者
が
出

る
よ
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
た
シ

ス
テ
ム
の
説
明
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
不
正
等
疑
わ
れ
な
い

よ
う
に
そ
の
抽
選
現
場
は
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
を
使
用
し
て
生
配
信
し

た
。そ

し
て
香
川
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
日
の
募
金
額
に
つ
い
て
の

報
告
が
あ
り
、理
事
会
は
閉
会

し
た
。（

県
広
報
　
山
﨑
鎮
永
）

令
和
４
年
11
月
28
日
㈪
午

前
中
の
髪
授
神
祠
大
祭
に
引

き
続
き
第
２
回
理
事
会
を
石

清
尾
八
幡
宮
社
務
所
３
Ｆ
会

議
室
に
お
い
て
開
催
し
た
。

連
合
会
関
係
報
告
で
は「
理

容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
各
県
の
取

り
組
み
状
況
」「
全
国
理
容
競

技
大
会
要
項
」「
火
災
ワ
イ
ド

プ
ラ
ン
の
廃
止
」等
の
報
告
が

あ
っ
た
。

火
災
ワ
イ
ド
プ
ラ
ン
の
廃

止
理
由
に
つ
い
て
は
加
入
者
が

少
な
く
、損
害
率
が
高
い
た
め

平
成
28
年
２
月
に
一
部
制
度

改
訂
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、さ

ら
に
令
和
４
年
度
再
び
損
保

ジ
ャ
パ
ン
よ
り
改
訂
の
申
し
入

れ
が
あ
っ
た
。そ
れ
は
支
払
保

険
金
額
の
引
き
下
げ
や
自
己

負
担
額
の
引
き
上
げ
な
ど
、加

入
者
に
と
っ
て
不
利
な
内
容
で

あ
っ
た
た
め
、共
済
制
度
検
討

委
員
会
で
審
議
し
、制
度
の
廃

止
で
意
見
が
ま
と
ま
っ
た
。令

和
５
年
７
月
１
日
以
降
、順
次

廃
止
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
の

報
告
が
あ
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応

訪
問
福
祉
理
容
講
習
会

担当講師の方々ベッドでの施術車いすでの施術

県
組
合
で
は
２
月
20
日
10

時
よ
り
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
２
階

会
議
室
で
講
習
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

２
０
２
２
年
厚
生
労
働
省
国

庫
補
助
金
事
業
を
使
い
県
組
合

が
高
松
市
保
健
福
祉
局
副
参

事
藤
川
愛
医
師
監
修
の
も
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
訪

問
福
祉
理
容
で
利
用
者
に
も
技

術
提
供
す
る
理
容
師
も
安
全
に

か
つ
快
適
に
理
容
の
技
術
を
提

供
で
き
る
よ
う
に
制
作
し
た
テ

キ
ス
ト
に
沿
っ
て
、実
技
実
践

し
た
講
習
で
し
た
。

５
月
の
連
休
明
け
よ
り
新
型

コ
ロ
ナ
の
分
類
が
２
類
相
当
か

ら
５
類
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ

と
に
よ
り
、講
習
会
の
内
容
も

対
峙
す
る
留
意
点
が
そ
の
都
度

変
化
す
る
と
い
う
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。テ
キ
ス
ト
内
容
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
型
訪

問
理
容
検
討
委
員
会
の
方
々
が

考
慮
し
、実
技
実
践
を
繰
り
返

し
仕
上
げ
た
も
の
で
す
。

準
備
物
の
説
明
が
あ
り
、実

践
講
習
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

車
椅
子
の
方
の
カ
ッ
ト
や
ド
ラ

イ
シ
ャ
ン
プ
ー
で
の
注
意
点
や

サ
ー
ジ
カ
ル
テ
ー
プ
を
使
っ
た

マ
ス
ク
固
定
な
ど
、普
段
サ
ロ

ン
で
提
供
し
て
い
る
技
術
に
は

な
い
気
づ
き
が
あ
り
ま
し
た
。

寝
た
き
り
の
利
用
者
に
理
容
の

業
を
提
供
す
る
場
合
の
施
術

に
は
身
体
を
起
こ
し
て
介
助
の

方
法（
基
本
首
か
ら
上
）、は
さ

み
の
角
度
、ク
リ
ッ
パ
ー
で
の

時
間
短
縮
な
ど
利
用
者
へ
の

Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
下
げ
な
い
で
満
足
の

行
く
訪
問
理
容
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
が
大
事
な
ど
と
約

90
分
に
わ
た
る
講
習
会
で
35

名
の
受
講
者
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
応
訪
問
理
容
師
認

定
証
と
ネ
ッ
ク
ス
ト
ラ
ッ
プ
に

収
め
ら
れ
る
認
定
証
明
書
も

発
行
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
テ
キ
ス
ト
に
訪
問
福
祉

理
容
の
利
用
者
様
と
契
約
書

を
取
り
交
わ
す
業
務
委
託
契

約
書
も
あ
り
、そ
れ
を
利
用
し

て
の
契
約
と
い
う
の
も
こ
れ
か

ら
の
訪
問
理
容
に
お
い
て
は
必

要
な
も
の
だ
と
確
信
し
ま
し
た
。

�

（
県
広
報
　
髙
橋
政
俊
）

第
２
回
理
事
会

火
災
ワ
イ
ド
プ
ラ
ン
が
廃
止
に

ご参加の皆様

髪
授
神
祠
大
祭

香川県理容生活
衛生同業組合

　　発行人　北地　一行

　　顧　問　小松　芳浩

　　部　長　山﨑　鎮永

　　編集長　森　　昭人

　　印　刷　（株）タムラ印刷
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総

会

・
香
川
県
理
容
組
合
総
代
会

　
　
令
和
５
年
５
月
29
日
㈪

�

午
前
10
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
大
会
議
室

各
支
部
総
会

・
さ
ぬ
き
支
部

　
　
令
和
５
年
３
月
27
日
㈪

�

午
後
５
時
30
分

マ
リ
ベ
ー
ル
フ
ジ
イ

・
平
井
支
部

　
　
令
和
５
年
３
月
27
日
㈪

�

午
後
５
時

十
河
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ

・
仏
生
山
支
部

　
　
令
和
５
年
３
月
27
日
㈪

�

午
前
10
時
30
分

ふ
ら
っ
と
仏
生
山
２
Ｆ
研
修
室

・
香
北
支
部

　
　
令
和
５
年
３
月
20
日
㈪

�

午
後
４
時

香
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
小
豆
島
支
部

　
　
令
和
５
年
３
月
27
日
㈪

�

午
前
10
時
30
分

ホ
テ
ル
た
る
や

・
高
松
支
部

　
　
令
和
５
年
４
月
10
日
㈪

�
午
前
10
時

　
　
　
　
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
２
Ｆ

　
　
　
　
中
会
議
室

・
綾
北
支
部

　
　
令
和
５
年
３
月
13
日
㈪

�

午
前
11
時
30
分

実
の
里

・
坂
出
支
部

　
　
令
和
５
年
４
月
４
日
㈫

�

午
前
10
時

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
飯
山
支
部

　
　
令
和
５
年
３
月
12
日
㈰

午
後
８
時
30
分

ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
ま
え
だ

・
丸
亀
支
部

　
　
令
和
５
年
３
月
13
日
㈪

�

午
前
10
時

丸
亀
マ
ル
タ
ス
多
目
的
ホ
ー
ル
①

・
多
度
津
支
部

　
　
令
和
５
月
３
月
23
日
㈭

午
後
８
時

ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
た
か
し
ま

・
善
通
寺
支
部

　
　
令
和
５
年
３
月
23
日
㈭

午
後
８
時

Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
み
や
も
と

・
綾
南
支
部

　
　
令
和
５
年
３
月
６
日
㈪

�

午
前
10
時
30
分

お
食
事
処
み
ゆ
き

・
琴
平
支
部

　
　
令
和
５
年
３
月
15
日
㈬

午
後
８
時

　
　
　
ま
ん
の
う
町
商
工
会
２
Ｆ

　
　
　
会
議
室

・
三
豊
中
央
支
部

　
　
令
和
５
年
３
月
６
日
㈪

�

午
前
10
時
30
分

観
音
寺
商
工
会
議
所

・
高
瀬
支
部

　
　
令
和
５
年
３
月
６
日
㈪

�

午
前
10
時

　
　
詫
間
マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ
１
Ｆ

　
　
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

・
観
音
寺
支
部

　
　
令
和
５
年
４
月
２
日
㈰

正
午

文
ち
ゃ
ん

・
豊
浜
支
部

　
　
令
和
５
年
３
月
27
日
㈪

�

午
前
11
時

浜
田
屋

【
書
面
決
議
】

・
東
か
が
わ
支
部

・
仁
尾
支
部

競

技

会

・
四
国
理
容
競
技
大
会「
西
瀬
戸

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

　
　
令
和
５
年
７
月
17
日
㈪

�

午
前
10
時

　
　
松
山
市
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
セ
ン
タ
ー

�

・
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
型
訪
問
理
容

講
習
会

　
　
令
和
５
年
２
月
20
日
㈪

�

午
前
10
時

　
　
　
　
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
２
Ｆ

　
　
　
　
会
議
室
①
②
③

そ

の

他

・
県
組
合
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　
　
令
和
５
年
１
月
23
日
㈪�

午
前
10
時

太
洋
ボ
ウ
ル

・
女
性
部
親
睦
会

　
　
令
和
５
年
２
月
20
日
㈪

�

中
野
う
ど
ん
学
校

・
指
導
セ
ン
タ
ー
第
２
回
衛
生
水

準
の
確
保
・
向
上
事
業
推
進

会
議

　
　
令
和
５
年
１
月
23
日
㈪

�

午
後
１
時
30
分

香
川
県
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

◇
予
定
行
事

三

役

会

・
第
１
回
三
役
会

　
　
令
和
５
年
４
月
17
日
㈪

�

午
前
10
時

組
合
事
務
所

・
監
査
会

　
　
令
和
５
年
４
月
17
日
㈪

�

午
後
１
時

組
合
事
務
所

三
役
部
長
会

・
第
１
回
三
役
部
長
会

　
　
令
和
５
年
４
月
24
日
㈪

�

午
前
10
時

ネ
ク
ス
ト
香
川
大
会
議
室

理

事

会

・
第
１
回
理
事
会

　
　
令
和
５
年
４
月
24
日
㈪

�

午
後
１
時

ネ
ク
ス
ト
香
川
大
会
議
室

◇
経
過
日
誌

三

役

会

・
第
９
回
三
役
会

　
　
令
和
５
年
１
月
30
日
㈪

�
午
前
10
時

ネ
ク
ス
ト
香
川
小
会
議
室

・
第
10
回
三
役
会

　
　
令
和
５
年
２
月
20
日
㈪

�

午
後
１
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
小
会
議
室

三
役
部
長
会

・
第
３
回
三
役
部
長
会

　
　
令
和
５
年
２
月
27
日
㈪

�

午
前
10
時

ネ
ク
ス
ト
香
川
大
会
議
室

理

事

会

・
第
３
回
理
事
会

　
　
令
和
５
年
２
月
27
日
㈪

�

　
午
後
１
時

ネ
ク
ス
ト
香
川
大
会
議
室

委

員

会

・
予
算
委
員
会

　
　
令
和
５
年
２
月
６
日
㈪

�

午
後
１
時

組
合
事
務
所

・
広
報
委
員
会

　
　
令
和
５
年
２
月
27
日
㈪

�

午
後
３
時

ネ
ク
ス
ト
香
川
大
会
議
室

講

習

会

・
全
連
ニ
ュ
ー
ヘ
ア
ー
講
習
会

　
　
令
和
５
年
１
月
16
日
㈪

�

　
午
前
10
時

　
　
　
　
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
２
Ｆ

　
　
　
　
中
会
議
室

経
過
及
び
行
事
予
定

万一の場合に備えて5共済制度で安心を…

賠償責任
補償共済

お客さまと理容店のための
きめ細やかな
補償

療養補償
共　済

病気やケガで仕事が
できなくなった
ときに

火災共済
火事や災害で被害にあったときに

年金共済
豊かな老後のために

等トッレフンパ、はていつに容内いし詳 ※
でご確認ください。

動産総合保険

ワイドプラン
理容店のさまざまな設備や
備品をまとめて補償！

団体生命
共　済
いざという時の
お守りに

全国理容生活衛生同業組合連合会

2023年（令和5年）４月１日発行 理　　容　　　香　　川 （2）第304号



で�

Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ�

Ｇ

Ａ
Ｉ
Ｅ
Ｎ�

Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ�

Ｓ
Ｔ
Ｒ

Ｅ
Ｅ
Ｔ
代
表
取
締
役
社
長
で
、

毎
日
の
サ
ロ
ン
ワ
ー
ク
も
忙
し

い
中
、全
国
の
理
美
容
師
の
人

材
育
成
の
為
に
、Ａ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｅ

Ｍ
Ｙ
を
開
講
し
た
り
数
々
の
著

書
の
出
版
な
ど
業
界
発
展
に

ご
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

木
下
先
生
の
講
習
は
、受
講

生
の
皆
さ
ん
に
と
て
も
わ
か
り

や
す
く
プ
レ
ゼ
ン
資
料
が
構
成

さ
れ
て
い
て
　
技
術
の
デ
モ
ス

ト
も
所
作
が
す
ご
く
き
れ
い
で

一
つ
一
つ
の
動
作
に
見
惚
れ
る

ほ
ど
で
し
た
。

２
時
間
余
り
の
講
習
時
間

は
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
り
と

て
も
充
実
し
た
内
容
の
講
習

会
で
し
た
。ま
た
来
県
し
て
も

ら
え
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。（
県
広
報
　
福
江
成
江
）

令
和
４
年
11
月
14
日
午
前

10
時
よ
り
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川

２
階
中
会
議
室
に
て
、初
瀬
高

松
協
議
会
会
長
よ
り
開
会
の

辞
が
あ
り
、小
松
東
讃
協
議
会

長
、北
地
県
理
事
長
よ
り
挨
拶

の
後
、高
松
保
健
所
生
活
衛
生

課
環
境
衛
生
係
山
口
尚
子
主

査
よ
り
理
容
店
の
公
衆
衛
生

と
コ
ロ
ナ
最
新
情
報
を
講
習

し
て
頂
き
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
を
使
っ
て
理
容
室
に
お

い
て
の
器
具
消
毒
方
法
、（
エ

タ
ノ
ー
ル
は
万
能
で
な
い
）感

染
症
別
の
消
毒
な
ど
に
つ
い
て

ま
た
保
健
所
に
も「
私
が
行
っ

て
い
る
理
容
店
は
き
ち
ん
と

消
毒
を
し
て
い
る
の
か
」と
い

う
問
い
合
わ
せ
な
ど
も
あ
り
、

も
っ
と
お
客
様
に
視
え
る
器
具

消
毒
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
の
こ
と
で
す
。

続
き
ま
し
て
公
益
財
団
法

人
香
川
県
総
合
健
診
協
会
斧

田
芙
紀
保
健
師
よ
り�

が
ん
予

防
疾
病
予
防
の
た
め
に
知
っ
て

お
く
べ
き
こ
と�

の
講
習
が
あ

り
ま
し
た
。が
ん
予
防
に
関
し

て
は
体
重
と
栄
養
管
理�

運
動

習
慣
と
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
自
己

管
理
と
医
療
機
関
な
ど
に
よ

る
早
期
発
見
で
格
段
に
寛
解

率
が
上
が
る
そ
う
で
す
。体
重

は�

Ｂ
Ｍ
Ⅰ
25
と
い
う
の
が
ひ

と
つ
の
基
準
で
す
。

山
㟢
仏
生
山
支
部
長
よ
り

閉
会
の
辞
が
あ
り
、場
所
を
サ

ン
メ
ッ
セ
香
川
に
移
し
１
時
間

少
々
の
４
支
部
合
同
衛
生
講

習
会
で
、肺
が
ん
検
診
車
両
の

場
所
な
ど
も
変
わ
り
コ
ロ
ナ
禍

３
年
ぶ
り
の
講
習
会
で
し
た
。

（
県
広
報
　
髙
橋
政
俊
）

県
講
習

久
々
の
木
下
講
師

波打ちパーマスタイル波打ちパーマ実践中

全
理
連
ニ
ュ
ー
ヘ
ア
講
習
会

が
、１
月
16
日
㈪
サ
ン
メ
ッ
セ

香
川
で
Ａ
Ｍ
10
時
よ
り
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

全
理
連
中
央
講
師
　
幹
事

長
の
木
下
裕
章
講
師
を
お
招

き
し
て
２
０
２
３�

Ｈ
ａ
ｉ
ｒ�

Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ラ
・
セ
ゾ

ン�

今
、話
題
の
波
打
ち
メ
ン
ズ

パ
ー
マ
ス
タ
イ
ル
と
レ
デ
ィ
ー

ス
カ
ッ
ト・
外
ハ
ネ
ボ
ブ
ス
タ

イ
ル
の
２
作
品
を
デ
モ
ス
ト
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

木
下
先
生
は
、創
業
明
治
27

年�

老
舗
理
美
容
店
の
五
代
目

選
手
が
挨
拶
し
た
。

お
二
人
か
ら
関
わ
っ
て
く
れ

た
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が

す
ご
く
伝
わ
っ
て
く
る
素
晴
ら

し
い
ス
ピ
ー
チ
だ
っ
た
。

発
起
人
を
代
表
し
て
北
地

一
行
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、乾

杯
、会
食
と
な
り
そ
れ
ぞ
れ
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
た
。

途
中
坂
井
綾
南
支
部
長
か
ら

の
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
、ご
自
身
が

過
去
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
出
場
し

た
ノ
ウ
ハ
ウ
、経
験
、人
脈
を
す

べ
て
宮
武
選
手
に
伝
え
、二
人

三
脚
で
大
会
に
臨
む
と
い
う
さ

な
が
ら
コ
ー
チ
の
役
割
を
は
た

し
て
く
れ
た
山
地
里
美
さ
ん
に

宮
武
選
手
か
ら
花
束
贈
呈
が
あ

り
、感
動
の
涙
に
包
ま
れ
る
素

晴
ら
し
い
シ
ー
ン
も
あ
っ
た
。

そ
ん
な
楽
し
く
、感
動
的
で

も
あ
っ
た
祝
賀
会
も
あ
っ
と
い

う
間
に
時
間
が
経
ち
、初
瀬
名

央
高
松
協
議
会
長
に
よ
る
１

本
締
め
で
終
了
し
た
。

（
県
広
報
　
山
﨑
鎮
永
）

た
り
し
て
行
き
詰
っ
た
時
、講

師
会
メ
ン
バ
ー
の
的
確
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、そ
れ
が
今

回
の
成
績
に
繋
が
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。大
会
で
は
山
本
教

育
部
長
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
今
回
の
い
い
経

験
を
次
に
伝
え
て
い
く
こ
と
を

使
命
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
お
手

伝
い
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。」と
挨
拶
し
た
。

続
い
て「
人
生
の
中
で
こ
ん

な
素
晴
ら
し
い
出
来
事
が
起

き
て
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な

嬉
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。さ
ぬ
き
エ
ス
テ
部
会
で
は

合
田
先
生
を
中
心
に
メ
ン
バ
ー

の
皆
さ
ま
と
た
く
さ
ん
の
勉
強

や
経
験
を
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と

で
自
分
に
自
信
が
持
て
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。こ
ん
な
気

持
ち
を
ど
う
に
か
伝
え
た
い
な

と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
時
に

こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
出
場
を
決

め
ま
し
た
。山
地
さ
ん
か
ら
ご

自
身
が
培
っ
て
き
た
経
験
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
す
べ
て
私
に
指
導
し

て
頂
け
た
こ
と
が
こ
の
賞
に
繋

が
っ
た
と
思
い
ま
す
。大
会
に

出
る
こ
と
で
た
く
さ
ん
の
方
々

と
つ
な
が
り
応
援
を
頂
い
た
り

し
て
こ
の
数
か
月
間
は
感
謝
の

日
々
を
過
ご
し
て
い
て
、幸
せ

な
気
持
ち
で
一
杯
で
し
た
。こ

れ
か
ら
も
組
合
活
動
の
中
で

精
い
っ
ぱ
い
活
か
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」と
宮
武

昨
年
秋
田
県
に
於
い
て

開
催
さ
れ
た
全
国
理
容
競

技
大
会
・
理
容
メ
ッ
セ
ー
ジ

２
０
２
２
大
会
で
優
勝
と
３
位

と
い
う
素
晴
ら
し
い
結
果
を
残

し
た
宮
武
秋
香
選
手
と
川
筋

正
仁
選
手
の
祝
賀
会
が
盛
大

に
行
わ
れ
た
。

２
０
２
２
年
12
月
12
日
㈪

高
松
国
際
ホ
テ
ル「
讃
岐
の

間
」に
役
員・
講
師
会・さ
ぬ
き

エ
ス
テ
部
会
の
方
々
を
中
心
に

40
名
余
り
が
参
加
し
て
入
賞

を
祝
っ
た
。

川
筋
選
手
は
フ
ォ
ー
マ
ル

ス
ー
ツ
、宮
武
選
手
は
艶
や
か

な
着
物
姿
と
い
う
出
で
立
ち
で

登
場
し
、さ
な
が
ら
新
郎
新
婦

の
よ
う
で
も
あ
っ
た
。

大
会
で
の
写
真
や
動
画
を

編
集
し
た
ム
ー
ビ
ー
を
上
映

し
た
後
、川
筋
選
手
が「
最
初

は
行
っ
た
こ
と
が
な
い
秋
田
に

行
っ
て
み
よ
う
か
と
軽
い
気
持

ち
で
参
加
を
決
め
た
が
、練
習

を
重
ね
る
う
ち
に
後
々
ま
で
作

品
が
残
る
こ
と
か
ら
ヘ
タ
な
も

の
は
作
れ
な
い
な
と
焦
り
が
出

全
国
理
容
競
技
大
会
祝
賀
会 

川
筋
さ
ん
、宮
武
さ
ん
、お
め
で
と
う
！

ご参加の皆様

主役の登場

電気代、高くなっていませんか？

コスト削減のサポートをさせていただきます！
【ＬＥＤ照明・自家消費型太陽光システムなど】

〒790-0036 愛媛県松山市小栗3丁目4-44
TEL 0120-941-285

株式会社ＩＮＥ

４
支
部
合
同
衛
生
講
習
で

コ
ロ
ナ
の
最
新
情
報
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味
は
格
別
で
す
。

食
事
後
は
各
々
、こ
ん
ぴ
ら
さ

ん
を
自
由
に
散
策
し
楽
し
い
時

間
を
過
ご
す
事
が
出
来
ま
し
た
。

昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、一

度
断
念
し
た
う
ど
ん
打
ち
体

験
で
す
が
、皆
さ
ん
が
と
て
も

楽
し
み
に
待
っ
て
い
て
下
さ
っ

て
、今
回
無
事
開
催
す
る
事
が

出
来
ま
し
た
。

や
は
り
、女
性
が
集
ま
る
と

明
る
い
笑
い
声
と
元
気
な
パ

ワ
ー
を
と
て
も
感
じ
ま
し
た
。

同
じ
女
性
理
容
師
の
皆
さ
ん

と
の
楽
し
い
交
流
で
私
も
仕
事

へ
の
活
力
が
更
に
増
し
た
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

今
回
沢
山
の
女
性
部
の
皆
様

に
ご
協
力
、ご
参
加
頂
き
、本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
女
性
部
長
　
宮
武
秋
香
）

ま
た
大
会
開
催
に
あ
た
り
ご

協
力
を
し
て
下
さ
っ
た
方
全
員

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

成
績
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

《
個
人
》

【
優
　
勝
】御
囲
善
章（
中
讃
）

ス
コ
ア
　
３
７
６

【
準
優
勝
】池
原
良
輔（
東
讃
）

ス
コ
ア
　
３
１
６

【
３
　
位
】宮
地
浩
美（
東
讃
）　

ス
コ
ア
　
２
９
３

【
男
子
ハ
イ
ス
コ
ア
】

御
囲
善
章（
中
讃
）

ス
コ
ア
　
２
２
８

【
女
子
ハ
イ
ス
コ
ア
】

十
河
大
恵（
東
讃
）

ス
コ
ア
　
１
５
４

《
団
体
》

【
優
　
勝
】中
讃
協
議
会

（
敬
称
略
）　

（
青
年
部
長
　
川
岡
栄
司
）

令
和
５
年
２
月
20
日
㈪
毎

年
恒
例
の
女
性
部
親
睦
会
を

琴
平
町
　
中
野
う
ど
ん
学
校

に
て
う
ど
ん
打
ち
体
験
を
行
い

ま
し
た
。

う
ど
ん
打
ち
体
験
で
は
、本

場
さ
ぬ
き
う
ど
ん
の
作
り
方
を

先
生
の
説
明
と
共
に
粉
か
ら

捏
ね
て
い
く
作
業
で
ス
タ
ー
ト

で
す
。

う
ど
ん
学
校
で
の
楽
し
い
所

は
、作
業
中
に
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ

な
音
楽
が
鳴
り
出
し
、曲
に
合

わ
せ
て
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
麺
を
捏

ね
た
り
踏
ん
だ
り
し
ま
す
。手

の
空
い
て
い
る
人
は
、学
校
で

用
意
さ
れ
た
タ
ン
バ
リ
ン
を
鳴

ら
し
て
、声
援
を
送
っ
て
盛
り

上
げ
た
り
写
真
を
撮
っ
た
り
と
、

始
終
賑
や
か
な
空
間
で
す
。

沢
山
の
笑
顔
と
歓
声
の
中
、

楽
し
く
う
ど
ん
を
作
る
事
が
出

来
ま
し
た
。

そ
し
て
う
ど
ん
打
ち
体
験
を

終
え
た
後
、自
分
達
で
作
っ
た

う
ど
ん
を
釜
揚
げ
で
頂
き
ま
し

た
。自
分
で
作
っ
た
う
ど
ん
の楽しい一日でした。

女
性
部
親
睦
会

踊
る
う
ど
ん
作
り
！

文

芸

欄

短
　
歌

お
利
口
と
目
高
を
呼
べ
ば
我
前
に

　読
め
な
い
ほ
ど
が
餌
を
求
め
て

声
か
け
て
集
ま
る
目
高
見
た
友
は

テ
レ
ビ
に
出
た
ら
と
大
笑
い
す
る

沢
山
の
レ
モ
ン
頂
き
友
達
に
教
え

て
も
ら
い
ジ
ャ
ム
に
変
身

（
飯
山
支
部
　
平
尾
み
ち
子
）

編
集
室
よ
り
お
知
ら
せ

次
回
七
月
号
の
発
行
の
原
稿
締

め
切
り
は
五
月
末
日
で
す
。

皆
様
の
ご
投
稿
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
下
さ
い
。

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

〒
七
六
〇
ー
〇
〇
六
八

香
川
県
高
松
市
松
島
町

　
　
　
一
丁
目
一
三
番
一
〇
号

カ
ン
ト
ビ
ル
二
階
東

香
川
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
文
化
広
報
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ�

〇
八
七
ー
八
三
四
ー
七
六
四
九

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
八
七
ー
八
三
三
ー
二
〇
八
一

kagaw
a@
riyo.or.jp

　
　
　
　
　
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

県
講
習
で
木
下
講
師
の
技
術

を
久
し
ぶ
り
に
間
近
で
見
た
。　

ベ
ー
シ
ッ
ク
を
と
て
も
大
切

に
し
た
技
術
と
理
論
を
披
露

す
る
姿
に
感
銘
を
受
け
た
。

私
も
か
つ
て
理
容
学
校
で

教
鞭
を
と
っ
て
い
た
頃
、ベ
ー

シ
ッ
ク
の
重
要
性
を
伝
え
て

き
た
つ
も
り
だ
が
、つ
い
つ
い

普
段
の
サ
ロ
ン
ワ
ー
ク
の
中
で

お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
は
い
な
い

か
と
今
一
度
尻
を
叩
か
れ
た
気

持
ち
に
な
っ
た
。

や
は
り
ベ
ー
シ
ッ
ク
を
大
切

に
し
な
が
ら
新
し
い
も
の
を
取

り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

な
あ
と
帰
り
の
車
の
中
で
怠
け

て
い
た
日
々
を
反
省
し
た
。

講
習
に
行
く
と
何
か
し
ら
気

付
き
が
あ
り
、得
る
も
の
が
あ

る
。年
齢
は
重
ね
て
も
足
を
運

ん
で
尻
を
蹴
飛
ば
し
て
も
ら
う

の
も
良
い
も
の
だ
。

（
県
広
報
　
山
﨑
鎮
永
）

 

編
集
後
記

◆
高
松
支
部
夜
間
講
習
会

２
月
２
日
㈭
午
後
８
時
30

分
か
ら
Ｙ
ａ
ｎ
Ｇ
　
Ｂ
Ａ
Ｒ
　

Ｂ
Ｅ
Ｒ
で
堤
真
由
美
さ
ぬ
き

エ
ス
テ
専
任
講
師
を
お
招
き
し

て
ド
ラ
イ
ヘ
ッ
ド
ス
パ
の
講
習

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ド
ラ
イ
ヘ
ッ
ド
ス
パ
は
、特

別
用
意
す
る
材
料
は
い
ら
な
く

出
来
る
メ
ニ
ュ
ー
で
ど
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
も
取
り
入
れ
ら
れ
る

技
術
で
し
た
。簡
単
な
工
程
で

し
た
の
で
、覚
え
や
す
い
し
少

し
で
も
お
店
の
客
単
価
ア
ッ
プ

を
狙
っ
て
い
け
る
と
思
い
早
速

入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。堤
講
師
か
ら
丁
寧
に
教
え

て
頂
き
ま
し
た
。

（
県
広
報
　
横
山
実
雄
）

支
部
だ
よ
り

堤講師施術に注目する参加者

令
和
５
年
１
月
23
日
㈪
に

第
31
回
香
川
県
理
容
組
合
親

睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
高
松
市

の
太
洋
ボ
ウ
ル
で
開
催
致
し
ま

し
た
。コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
３
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が

58
名
が
参
加
し
、高
松
協
議
会

を
代
表
し
て
浦
松
龍
次
選
手

と
浦
松
愛
弓
選
手
の
堂
々
と
し

た
選
手
宣
誓
後
、優
勝
を
目
指

し
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

ス
ト
ラ
イ
ク
、ス
ペ
ア
が
取

れ
た
時
は
チ
ー
ム
全
体
で
歓
喜

し
、た
い
へ
ん
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。コ
ロ
ナ
禍
で
人
の
繋
が

り
が
少
な
く
な
っ
た
今
、こ
の

よ
う
な
親
睦
が
組
合
全
体
の
団

結
力
に
繋
が
っ
て
い
く
と
思
い

ま
す
。来
年
度
も
多
数
の
ご
参

加
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
４
年
12
月
12
日
㈪
ま

だ
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
る
が
、今

年
も
東
讃
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を

開
催
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

会
場
は
昨
年
に
引
き
続
き

「
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
高
松
ボ
ウ

リ
ン
グ
」約
20
名
が
参
加
し
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
た
。

香
川
県
親
睦

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
開
催

東
讃
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

い
つ
も
の
よ
う
に
各
自
の
ス

コ
ア
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
が
、

そ
れ
以
上
に
ス
ト
ラ
イ
ク
や
ス

ペ
ア
を
取
る
ご
と
に
一
つ
商
品

を
ゲ
ッ
ト
で
き
る
と
い
う
シ
ス

テ
ム
で
、各
レ
ー
ン
で
は
、ス
ト

ラ
イ
ク
、ス
ペ
ア
が
出
る
ご
と
に

歓
声
が
上
が
っ
て
エ
ア
タ
ッ
チ

で
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。

成
績
は
左
記
の
通
り
。こ
の

５
名
は
東
讃
協
議
会
代
表
と

し
て
１
月
23
日
開
催
の
県
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
に
参
加
し
た
。

優
勝
　
多
田
明
彦（
平
井
）

２
位
　
宮
地
浩
美（
さ
ぬ
き
）

３
位
　
山
㟢
千
寿（
仏
生
山
）

４
位
　
藤
澤
栄
梨
子（
仏
生
山
）

５
位
　
池
原
良
輔（
仏
生
山
）

（
敬
称
略
）

　（
県
広
報
　
山
﨑
鎮
永
）

上位３名　おめでとう！

上位入賞の３人。おめでとう！

◦
芦
原
　
平
氏（
88
歳
）

ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
　
ア
シ
ハ
ラ

（
さ
ぬ
き
支
部
）

令
和
５
年
３
月
13
日

ご
生
前
の
ご
功
績
を
偲
び
、
心
か
ら

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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